
平成２６年度 みえスタディ・チェック 結果のまとめ 

【中学校理科】 

各学年の平均正答率 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度の全国学力・学習状況調査結果における本県の課題における改善状況 

※改善が図られた課題→青色の背景 

・観察地における地層の広がり方について、観察地の図と観察結果から分析して解釈し、

空間を認識し、地層の傾きの方向を指摘すること 

※改善が図られていない課題→黄色の背景 

・抵抗の直列つなぎ、並列つなぎなどに関する知識を活用して、他者の実験方法を検討し

改善して、正しい実験方法を説明すること 

・電力量の理解                  

・実験の目的に合わせて、 予想を基に観察・実験の条件を考え、 観察・実験を計画する

こと 

 
 
【指導のポイント】 
○観察・実験の結果を基に考察を行う際には、科学的な知識や概念と根拠に基づき、結果
を分析し解釈して、説明することが大切である。その際、小学校で学習している、比較
したり、条件に目を向けたりするなどの能力を高めながら、観察・実験の結果を分析し
て解釈する能力の育成を図ることが大切である。 

 
 
 
 
 
 

 1 年 ２年 ３年 

２月 40.0％ 47.4％ ― 

全体の傾向 

・記述式問題の正答率が低く、無解答率が高い。 

・科学的な知識や概念に基づいて自然の事物・現象について説明する問題において無解答率

が高い。 

・２年生においては、全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図られている設問

もある。 

・全体的には全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図られていない。 

・実験データのグラフを読み取り、数値を求める設問の正答率が低い。 

 



【問題例①】1 年 

無解答率が最も低い問題(青枠) 

凸レンズを通った光の進み方と像のでき方を関連づけて理解できているかどうかをみ

ること 正答率 50.0％  無解答率 1.5％（選択式） 

 

正答率が最も低い問題（赤枠） 

焦点の意味と、物体を焦点に置いたときの光の進み方について理解できているかどう

かをみること 正答率 8.9％ 無解答率 8.1％ （短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例②】無解答率が最も高い問題 

 1 年 植物の根のつくりに関して、理解できているかどうかをみること 

    正答率 43.7％  無解答率 20.0％（記述式） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例③】正答率が最も高い問題 

2 年 化石や化石を含む岩石のようすから、その土地のでき方を推測することができる

かどうかをみること    正答率 81.7％ 無解答率 2.0％ （選択式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


